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日立詑特許

水力機械のスピードリングの製作方法
水力機械のスピードリ ングは,ケーー

シングの水圧とランナ1三内の上上ノJを′受

ける｡安全件の高いスビⅥドリングを

柑るために,それとケーシングとのT

形溶接部は■ヂごi品宮守の溶接が要求され,

溶接部の非破壊検杏は設備の至さった+二

場で実施するのが望ましい｡しかし,

輸送のときは,ケーシングを溶接Lた

スピードリングは大形になり過ぎ,輸

送かできなくなる｡現地溶接を行なえ

ば輸送卜の問是臥】土は解プ央されるが,現

地では.設備が繁っていない場合があり,

当該丁形溶接部の非破壊検塵が内雉と

なる場でナがある｡

ニこで紹介するスピートリングの製

作方法〔図1(a)〕は,スピードリングを

2校のりング+大lり板とし,このILj板の

【瑚に介/l三させたステーベーンとにより

構成し,まず,円板のステーベMン溶

接部の杖対佃りにケーシングの開Il端与を

溶接〔同t頚(b)〕する｡ケーシング糊口端

付近で該i容接部からわずか外側でケー

シングを切断〔同図(c)〕し,補強リング

を円板に1容接〔同国(d))する｡その後二

のままのこ状態で輸送し,･呪地で_卜記切

断部を再び溶接してケーシングを-･体

とする〔何回(e)〕｡

二れによってノ左全作に優れ,輸送が

谷易なスピードリングを得ることがで

きる｡
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図l スピードリングの製作方法

朋いているので構造が簡単であり,維

1.特長,効果

(1)現地溶接をケ【シング切断部の突

でナせ部としたことにより,i容接作業と

非破壊検奄が容易となる｡

(2)水力機イ城が大谷造化しても,輸送

が容易に行なえる｡

(3)スピードリングは,2校のlJj根を

折的である｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1077346号(特公昭56-17546)

｢水力機械のスピードリングの製作

方法+

合流主管
ポンプ,ブロワなどで水ペコ三乍;ものi允

体を輸送するに際して,その配管の土主

さ,配置が適一切になされていないと,

脈動が大きくなる場合･があり,その脈

動は配管系を振王軌させ,更に･建良三に伝

わ-),振動や騒音を生起Lて作業環境
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図l 配管構成

間j班を起こす場でナがある｡

従来,複数本の支内用‥がI己耶扁を隔て

て接続されこの立札符にP妃設されるポ

ンプあるいはブロワからの流体がfナi充

するfナ流土管の閉鎖端は,隣接する支

配管に極めて近い位置が選定されてい

る｡また,支配管の接続間隔なども壇

尾の条件により.設定されており,･作業

環境問題を起二すことが多かった｡

口立■製作†叶が開発Lた合流主管(図l)

は,複数本の支離管が間隔を隔てて接

続され,流体送入側鼓端部を閉鎖端と

し,減衰すべき振動の波上之を人とした

とき,この閉鎖端より〔2(れ【1)十1〕

人/4(ナ1=1,2,3･t･)の位筒に支配管を接

続するようにしたものである｡このよ

うに構成することにより,:ポンプをも

った支配管と合流主管との接続位置を

舶述のJ℃を捕i足するように迷う上すれば,

各接続ノ三くと′ナ流七召二の閉鎖端との閃の

配管を人/4管として構成されるので,

二れによりすべてのポンプから発車す

る脈動を二打効に減衰できる｡

1. 特長･効果

(1)ポンプや触管系の脈動を若しくi城

東させ,脈動によって.そl三起する騒音や

批勅を軽i成して,作業環境問題別L】1避

できる｡

(2)ポンプや軋符系の振動が軽減され

るので,その設備の耐用作が向卜できる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特公昭56-27760号

｢合流主管+
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立軸回転電機の推力軸受装置
立軸の回転機はその回転部の推力を

′受けるために,扇形二伏をした軸′受シュ

ーを備えている｡この軸′受シューは油

槽内に配置され,かつ運転中この軸′受

シューと回転部のランナ間に油膜が十

分形成されるように揺動が可能で,か

つ支持点を偏心させた点支持に形成さ

れている(図‖)｡また更に,この軸′受
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図2 図lのA-A線に沿う断面図

シューの摺動表面には,始垂帥寺庄油を

噴出する油噴出開口部が設けられ,軸

受シューの摺動面とランナ1而との側に,

始動時であっても潤滑油が介イ‡‡される

ようになっている｡しかし,軸′妥シュ

ーが偏心支持されていることから,始

動時油噴出開口部から庄油を噴出させ

ても,庄油か軸受シューの摺動向外へ

逃げやすく,始動時軸受シュー摺勅面

上に十分な油膜を形成することができ

なかった｡

この発明は,軸′乏シューに設けられ

ている油噴出開口部を,軸′妻シュー_支

持点からランナが【自1転する方向にずら

して設けるようにLたもグ)であり(図2),

この構成であると,油噴rH開口部から

噴出される圧油が,軸受シュ】の偏心

支持の重量差及び庄油を′受ける軸′受シ

ュー表面積の差を相殺するので,ラン

ナと軸′受シュ】の間には一様な油膜が

形成され,回転機の始動を容易にさせ

ることができる｡

l.特徴･効果

(1)軸受シューの油噴r一上i開口部の位置

をずらすだけなので,軸′受シュ】の形

ご状を特異なものとする必要がなく,か

つ特殊な装置や部品が付加されること

もない｡

(2)軸′受シューの偏心支持の重量差が

吸収されるので,低給油圧力でも十分

な油膜が得られる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第913336号(特公昭52-4Z444)

｢立軸回転電機の推力軸受装置+

高性能ダンパ軸受
最近,ターボ機械は,省資源,省エ

ネルギーの観点から,小形･高速化を

目指している｡ところで,高速化に際

しては,ロータの各次危険速度の共振

振幅の低一機及び軸受に起因するオイル

ホワールなどの自助振動の防止が極め

て重要となる｡従来は高速用軸′受とL

て,一般にテイルティングパッド形ジ

ャーナル軸′受が採用されていたが,剃

振効果が不十分で,ターボ機械の高速

化を妨げていた｡

ここに紹介するダンパ軸′受は,従来

の軸′受と異なり,減衰作用が効果的に

作用するように,バスケット形ばねで

弾性支持するとともに,軸′壬とハウジ

ングとの間の狭いすきまに存在する油

膜のスクイズ作用を利用したダンパを

設けたものである｡ところで,従来の

ダンパ軸′要は,バスケット形ばねがロ

ータの自重でたわむため,スクイズフ

イルム部が不均一になり,偏心方向の

減衰作用が最適値から外れて過大にな

り,制振効果が不十分になる欠点があ

った｡本高性能ダンパ軸ノ要は,この欠

軸受本体 スクイズフイルム

(ダンパ) バスケット形ばね

偏心調整リング

図l 高性能ダンパ軸受構造

点を図1に示す偏心調整リングの設置

により解決したものである｡

1.特長･効果

(1)軸受本体としては,モ軸受,ジャー

ナル滑り軸′受のいずれにも適用できる｡

(2)偏心調整リングの設置により,す

きまを均一にし,制振効果を等方性に
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して,制粒効果を高めている｡

(3)軸受のコンパクト化を図るため,

特殊な形･状のバスケット形ばねを採用

している｡

(4)従来のテイルティングパッド形軸

受に比較して,振動振幅が÷～÷に低

減でき,ターボ機1城の高速化に対応で

きる(図2参照)｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特関昭56-13462】号

｢車由受支持装置+ほか

日立製作所では･すべての所有特許権を適正な価格で皆さまに二刊用いただいておりますロまたノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は…▲ 株式舌鼓日五製催祈 〒･05東京都巷区浜松町二丁目4番慨世界貿易センタービル)電話(03)435…6､8(ダイヤルイン)特許部特許営業をル_プ
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日立中形制御用計算機"HIDIC V90/30”
近年,広い産業分野,社会分野にわ

たって制御用コンピュータを中心とし

たリアルタイム制御システムの適用が

拡大しつつある｡HIDIC V90/30は,

32ビットスーパミニコンピュータのソ

フトウェア生産性の良さを16ビット ミ

ニコンピュータ主流であった中形機分

野へ持ち込むことによって,今後ます

ます増大するソフトウェア開発コスト

の低減を図り,ハードウェア,ソフト

ウェアトータルコスト ミニマムをねら

いとしている｡

HIDIC V90/30の外観を図1に示す

とともに,その主な特長を次に述べる｡

1.主な特長

(1)大容量主メモリ及び仮想メモリ方

卜
蔓

図I HID-

1C V90/30

システムの

外観

式によって,メモリ容量の制約を意識

しないソフトウエア開発が可能である｡

(2)分散制御,ネットワーク機能の強

化によって,FA(ファクトリーオート

メーション)分野での設備単位ごと,

あるいは処理機能単位ごとの分散制御

のホストコンピュータとして最適である｡

(3)16kバイトのバッファ記憶や3段パ

イプライン方式によって,必要十分な

演算性能を実現するとともに,機能分

散形マルチプロセッサアーキテクチャ

により高いシステム性能を期待でき,

中規模システムに適したコストパーフ

ォーマンスが得られる｡

(4)光ファイバを使用できる二重化シ

リアルⅠ/0ループバスによりオンライ

ンでの入出力装置の増設や,入出力装

置の設置場所の選択が答易となるなど,

高いシステム拡張性を実現する｡

(5)上位機HIDIC V90/50と完全互換

性を実現したので,上位機と各種ソフ

トウェアパッケージを融通し合えると

ともに,:将来の規模拡張に対し上位機

への移行が容易である｡

表I HID】C V90/30の仕様

項 目 仕 様

論理アドレス空間 4Gバイト

最大美装主記憶 4Mノヾイト

バ ッ フ ァ 記憶 16kバイト

基 本 命 令 数 260

演
算
速
度

固定小数点加算 0.75/▲S

固定小数点乗算 3.75/1S

浮動小数点加算 2.75/▲S

浮動小数点乗算 3.75/∠S

シ ス テ ム ′ヾ ス 貴大24Mバイト/秒

付加プロセッサ SVP,10P,FCP他

注:略語説明

SVP(Service Processer),10P(lnput Output

Processer),FCP(File Contro事Processer)

(6)保守支援プロセッサを標準装備し,

高信頼度部品による固有信頼度の向上

とともに,高い保守性を実現する｡

主な適用分野として,電力,鉄鋼,

化学分野での中規模リアルタイムシス

テム,一般産業分野でのFA,物流管理,

交通制御や水処理システム,画像処理

やラボラトリオートメーションなど,

広範な分野での適用が期待される｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

日立スクリュー式低温用チラーユニット

日立スクリュー式低温用チラーユニ

ットは,日立製作所が業界に先駆けて

開発した半密閉形スクリュー圧縮機を

採用して,凝縮器,プライン冷却器,

膨脹弁,制御盤などをコンパクトにユ

ニット化した製品である｡青果物や食

肉などのi令蔵設備はもちろん,製氷設

備,食品加工設備,化学プラント冷却

設備,アイススケートリンクなど広い

用途に使用できる｡更に,ユニットの

心臓部である圧縮機(臼二＼ンニSRMスクリ

ュー圧縮機)に新歯形のスクリューロ

ータを才采用したことにより,大幅な低

騒音･低振動化,小形化及び信頼性の

向上を実現した(図1,2)｡

1.主な特長

(1)最大の騒音源である圧縮機の雄ロ

ータをケーシングの中央に設置し,更

にその外側をケーシングで覆う二重ケ

ーシング構造を採用し,騒音,振動の

低減を図っている〔圧縮機単体のレシ

プロ形との比較では,騒音値は約10%

低減,振動値は約-をに低減(いずれも

当社比)〕｡

(2)バルブ機構がなく,また憎動部の

少ないスクリュー圧縮機を採用してい

るため,信鰍性が大幅に向上している｡

図l 新歯形スクリューロータ

¢ ¢
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∧
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.
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図2 スクリュー式イ生温チラーユニット

の夕十観

(3)冷i束サイクルに必要なあらゆる機

器と自動運転が可能な制御機器をユニ

ットにまとめているため,現地工事が

簡単になり,工期は大幅に短縮され,

運転･保守管理も容易である｡

(4)高圧縮比に対しても優れた性能を

発揮し,単段圧縮機でプライン出口才温

度-25℃まで(フロン502使用の場合)

運転可能である｡

(日立製作所 商品事業本部)
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日立二段プラインクーラーユニット

日立二段プライ ンク】ラーユニット

は,薬品,化学工業の製造工程あるい

はど-ル,乳業の製造･保管分野なと

幅広い低i且化への市場ニーズに対応す

るために開発したものである｡

圧縮機には半密閉形二段圧縮機(レ

シプロ式)を搭載したコンパクトな製

品で,プライン出口ぎ温度が-60℃まで

の超低i濫用に使用できる(図1)｡

1.主な特長

(1)超低温用に開発した半密閉形二段

:艶

図l 二段プラインクーラーユニットの

外観

表l 主な仕様

機 種

項 員
RBU-20TW RBU-30TW RBU-40TW RBリー60TW RBリー80TW

冷 却 能 力 (50/60Hz)
×103

koaレ′h
10.6′′/】2.3 16.0ハ8.3 20.5/Z3.8 32.0/36.6 4l.0/4了.6

法 定 冷 凍 能 力(50.ノノ60Hz) Reトt 5.75′/′6.92 6.52/′7.85 7.63/′9.柑 13.04/15.7 15.26/18.36

高 圧 ガ ス 取 締 法 区 分 製 造 届

外
形

寸
法

高 さ mm l.690 し516

幅 mm 2.200 2′Z30 3.【00

奥 行 mm l,080 l.500

圧 縮 放 用 電 動 機 出 力 kW 15 22 30 22× 2 30×Z

製 日月 重 軍 kg し400 l.500 l′600 2′300 Z′500

使用温度範囲(プライン出口温度) ℃
-60～-25(ただし,-45℃以下は超低温仕様)

注:l･冷却能力は凝絹温度40℃,プライン出口温度-35℃,冷媒フロン22の場合を示す｡

2.法定冷凍能力は,冷媒フロン22の場合を示す｡

圧縮機とサブクーラシステムの才采用に

より,EER(Energy Efficiency Ratio)

を向上させた省電力設計である｡

(2)プライン冷却装置として必要なあ

らゆる機器をユニット化しており,フ

ライン温度が-60℃の超低i温用装置で

も据付工事は簡単で,また運転･保守

管理が容易である｡

(3)コンパクト設計であるため,据付

面積が小さい｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 商品事業本部)
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